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ひ
た
す
ら
隠
し
続
け
た
景
気
回
復
の
ウ
ソ

実
は

年

月
で
終
わ
っ
て
い
た

18

10

年
度
最
低
賃
金
ゼ
ロ
回
答

20
コ
ロ
ナ
禍
で
も
搾
取
を
続
け
る
経
営
者
た
ち

議
論
は
夜
通
し
続
き
、

日
午
前
９
時
に
い
っ

22た
ん
中
断
。
午
後
３
時

に
再
開
し
て
、
「
中
小
企

業
の
置
か
れ
た
厳
し
い

状
況
や
感
染
症
の
動
向

の
不
透
明
さ
、
雇
用
の

維
持
が
最
優
先
」
だ
と

し
て
、
「
最
賃
水
準
は
、

今
を
維
持
す
る
こ
と
が

適
当
」
だ
と
し
て
、
今

の
水
準
に
据
え
置
く
答

申
で
ま
と
め
ら
れ
た
。

議
論
内
容
は
「
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

現
在
と
今
後
の
影
響
を

ど
う
判
断
す
る
か
」
で

議
論
が
分
か
れ
長
期
化

し
た
。

近
年
の
最
低
賃
金
要

求
は
、
「
今
す
ぐ
全
国
千

円
」「
早
く
１
５
０
０
円
」

を
求
め
て
き
た
。
昨
年

度
ま
で
４
年
連
続
で
お

よ
そ
３
％
の
引
き
上
げ

が
あ
っ
た
が
、
ゼ
ロ
回

答
に
終
わ
っ
た
。

今
後
、
全
国
の
労
働

局
は
都
道
府
県
で
、
最

低
賃
金
に
つ
い
て
協
議

に
入
る
が
、
厳
し
い
選

択
が
迫
ら
れ
る
。

目
安
据
え
置
き
は
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の

年
度
以
来
に
な
る
。

09最
低
賃
金
は
、
労
資
が

参
加
す
る
厚
生
労
働
省

の
審
議
会
が
引
き
上
げ

額
の
目
安
を
示
し
、
そ

れ
を
も
と
に
都
道
府
県

ご
と
に
決
め
る
。

今
年
度
の
中
央
最
低

賃
金
審
議
会
の
小
委
員

会
は
、
結
論
の
と
り
ま

と
め
が
難
航
し
た
。
20

日
午
後
か
ら
断
続
的
に

協
議
を
進
め
、

日
午

22

前
ま
で
、
計

時
間
以

20

上
、

年
以
来
５
回
目

14

の
議
論
に
突
入
し
た
。

審
議
会
は
、
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
影

響
が
広
が
る
中
、
労
働

組
合
側
が
、
感
染
の
不

安
の
中
で
労
働
者
に
報

い
る
「
賃
上
げ
の
流
れ

を
継
続
す
る
」
よ
う
求

め
た
。
経
営
者
側
は
「
ウ

イ
ル
ス
の
今
後
の
影
響

が
見
通
せ
な
い
理
由
に
、

「
賃
上
げ
は
凍
結
す
べ

き
」
だ
と
返
え
し
、
双

方
の
主
張
は
、
平
行
線

を
た
ど
っ
た
。

政
府
は
、

年

月

12

12

に
は
じ
ま
っ
た
「
景
気

回
復
」
は
、

年

月

18

10

に
終
わ
り
景
気
後
退
に

移
っ
た
と
明
ら
か
に
し

た
。

年
７
月

日
、

19

23

政
府
は
７
月
の
月
例
経

済
報
告
を
発
表
し
、
「
景

気
は
輸
出
を
中
心
に
弱

さ
が
続
い
て
い
る
も
の

の
、
緩
や
か
に
回
復
し

て
い
る
」
と
し
て
景
気

全
体
の
判
断
を
据
え
置

き
、
茂
木
経
済
再
生
担

当
大
臣
は
「
景
気
回
復

は
進
行
中
」
だ
と
胸
を

張
っ
て
コ
メ
ン
ト
し
て

い
た
が
、
そ
れ
は
真
っ

赤
な
ウ
ソ
だ
っ
た
。

ウ
ソ
は
そ
れ
だ
け
に

留
ま
ら
な
か
っ
た
。
今

年
の
１
月
に
安
倍
首
相

は
記
者
会
見
で
、
「
こ
れ

だ
け
続
く
景
気
回
復
だ

か
ら
名
前
を
つ
け
て
ほ

し
い
」
と
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
見
せ
た
。

偽
装
の
過
去
を
持
つ
、

厚
生
労
働
省
の
最
新
毎

月
勤
労
統
計
調
査
は
「
こ

の
と
こ
ろ
持
ち
直
し
の

動
き
が
見
ら
れ
る
」
と

し
、
７
月
の
「
下
げ
止

ま
り
つ
つ
あ
る
」
か
ら

上
方
修
正
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

つ
い
て
は
６
月
の
「
極

め
て
厳
し
い
」
か
ら
表

現
を
緩
め
た
。
全
く
で

た
ら
め
な
経
済
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
続
け
て
い
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
正
体

は
、
偽
装
と
大
企
業
利

益
誘
導
の
経
済
政
策
で

し
か
な
い
。

今
年
度
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
は
、
最
低
賃
金
の
目

安
を
示
さ
な
か
っ
た
。
「
現
状
維
持
で
良
い
」
と
結
論
づ

け
、
あ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
て
地
方
審
議
会

に
丸
投
げ
を
し
た
。
政
府
は
旅
行
に
行
く
人
の
心
配
は
し

て
も
、
ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
を
す
る
人
の
心
配
は
し
な
い
。



「
臨
時
国
会
た
だ
ち
に
開
け
！

敵
基
地
攻
撃
は
憲
法
違
反
！
安

倍
改
憲
発
議
と
め
よ
う
！
安
倍

内
閣
退
陣
を
！

」
の
テ
ー
マ
で

「
国
会

日
行
動
」
が
始
ま
っ

19

た
。７

月

日
は
日
曜
日
と
重
な

19

り
、
開
始
時
間
が

時
に
繰
り

15

上
が
っ
た
。
長
引
く
梅
雨
空
の

晴
れ
間
に
、
衆
議
院
第
２
議
員

会
館
前
を
中
心
に
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
は
広
が
っ
た
。
い
つ
も
の

よ
う
に
司
会
の
菱
山
南
帆
子
さ

ん
が
元
気
な
声
で
開
会
ア
ピ
ー

コ
ロ
ナ
禍
の
最
前
線
で
医
療
労

働
者
が
疲
弊
し
、
生
活
も
破
壊

さ
れ
て
い
る
。
頑
張
っ
た
者
が

報
わ
れ
る
運
動
を
進
め
た
い
」
。

嶋
崎
英
治
新
社
会
党
三
鷹
市
議

会
議
員
「
国
も
都
も
誰
も
生
命

を
守
ら
な
い
。
税
金
が
財
界
に

吸
い
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な

政
治
が
コ
ロ
ナ
禍
を
難
し
く
し

て
い
る
。
首
都
東
京
の
医
療
崩

壊
を
さ
せ
な
い
」
。
な
ど
訴
え

が
続
き
、
「
安
倍
首
相
の
即
刻

退
陣
」
を
迫
っ
た
。

新
宿
駅
西
口
で
街
宣

「
モ
リ
・
カ
ケ
・
桜
・
賭
博
検
事
」
に
応
え
ろ

「
安
倍
即
刻
退
陣
！
」
緊
急
街

宣
行
動
が
、
７
月

日
、

時
か

14

16

ら
新
宿
駅
西
口
で
行
っ
た
。
主
催

は
「
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！

条
改
憲
反
対

96

連
絡
会
議
」
。
安
倍
首
相
は
、
「
コ

ロ
ナ
問
題
と
モ
リ
・
カ
ケ
・
桜
・

賭
博
検
事
」
に
何
ら
答
え
な
い
。

安
倍
は
即
刻
退
陣
し
か
な
い
と

横
断
幕
、
ボ
ー
ド
を
持
ち
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
、

通
行
人
に
訴
え
た
。

最
初
の
挨
拶
は
二
瓶
久
勝
共
同

代
表
「
安
倍
首
相
は
新
型
コ
ロ
ナ

を
利
用
し
て
き
た
。
勝
手
に
学
校

の
休
校
宣
言
、
緊
急
事
態
宣
言
を

発
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
ら
ず

に
経
済
優
先
に
シ
フ
ト
し
た
。
こ

の
数
日
、
東
京
は
２
０
０
人
越
え

の
陽
性
者
を
出
し
て
い
る
。
何
も

し
な
い
政
権
は
い
ら
な
い
。
安
倍

政
権
の
即
刻
退
陣
を
求
め
る
」
。

山
口
宏
弥
乗
員
団
長
「
私
は

年
Ｊ
Ａ
Ｌ
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し

35て
働
い
て
き
た
。

年
の
大
晦

10

日
に
年
齢
、
病
気
を
理
由
に
１

６
５
名
が
解
雇
さ
れ
た
。
当
時

の
稲
盛
社
長
は
「
経
営
的
に
解

雇
の
理
由
は
な
か
っ
た
」
と
語

っ
た
。
首
を
切
っ
て
新
た
な
採

用
を
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
繰
り
返
し
て
き

た
。
私
た
ち
は
空
の
安
全
を
守

り
争
議
の
解
決
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
」。

渡
邉
洋
全
労
協
議
長
「
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
春
闘
は
厳
し
い
も

の
が
あ
っ
た
、
１
０
０
年
の
節

目
メ
ー
デ
ー
も
式
典
を
縮
小
し

た
。
し
か
し
、
労
働
運
動
を
埋

没
で
き
な
い
。
労
働
組
合
と
し

て
や
る
こ
と
は
や
る
。
労
働
者

の
生
活
と
雇
用
を
守
る
こ
と
だ

け
る
。
憲
法
違
反
を
重
ね
る
安
倍

政
権
に
改
憲
の
資
格
は
な
い
。
私

た
ち
は
平
和
を
構
築
す
る
の
が
使

命
と
思
い
ま
す
」。

市
民
団
体
か
ら
大
江
さ
ん
、
横

山
さ
ん
、
そ
し
て
毛
利
孝
雄
さ
ん

が
「
沖
縄
辺
野
古
の
強
行
埋
め
立

て
が
続
い
て
い
る
。
今
、
意
見
書

(

辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対)

を
皆

さ
ん
に
呼
び
か
け
賛
同
求
め
投
函

を
お
願
い
し
て
い
る
。
大
き
な
節

目
で
す
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
。

最
後
に
行
動
提
起
を
事
務
局

の
木
下
さ
ん
が
呼
び
か
け
た
。

「
本
日
の
参
加
者
は
９
０
０
人
。

安
倍
政
権
は
改
憲
を
辞
め
な

い
。
①
発
議
反
対
緊
急
署
名
を

促
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
②
コ
ロ

ナ
対
策
に
力
を
入
れ
な
い
安
倍

政
権
に
抗
議
し
ま
し
ょ
う
。
当

面
の
行
動
を
提
起
し
た
。
次
期

総
選
挙
で
安
倍
政
権
を
退
陣
さ

せ
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
た
。

ル
を
し
た
。
藤
本
共
同
代
表
が

冒
頭
挨
拶
に
立
つ
、「
九
州
、
中

部
地
方
の
自
然
災
害
の
被
災
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
今
、
世
界
的
に
脱
石
炭
火

力
発
電
が
大
き
く
叫
ば
れ
、
日

本
だ
け
が
遅
れ
、
見
放
さ
れ
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
何
ら
具
体
策

を
示
さ
な
い
安
倍
は
、
い
ら
な

い
。
強
く
糾
弾
を
し
ま
す
」。

福
島
瑞
穂(

社
民
党)

「
役
の

立
た
な
い
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
、

G
oTo

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
旅

行
代
理
店
が
儲
か
る
だ
け
、
や

る
な
ら
個
々
の
観
光
関
係
者
に

国
会

日
行
動

臨
時
国
会
た
だ
ち
に
開
け
！

19

改
憲
発
議
止
め
よ
う

安
倍
内
閣
退
陣
を
訴
え
る

や
る
べ
き
。
麻
生
パ
ー

テ
ィ
ー
で
安
倍
は
改
憲

を
語
っ
た
。
絶
対
さ
せ

な
い
」
。
田
村
智
子(

共

産
党)

「
新
型
コ
ロ
ナ

の
法
案
を
野
党
共
闘
で

７
本
出
し
て
き
た
。
安

倍
政
権
は
国
民
の
声
に

背
く
こ
と
ば
か
り
、
コ

ロ
ナ
は
典
型
的
だ
。
感

染
症
に
何
の
対
応
で
き

な
い
。
直
ち
に
国
会
を

開
く
べ
き
と
声
上
げ
ま

し
ょ
う
」
白
真
勲(

立

憲)

「
憲
法
審
査
会
の

開
催
で
、
議
論
抜
き
に

開
け
と
い
う
の
は
安
倍

政
権
。
真
の
議
論
を
避


